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ぬ ま づ 議 会 だ よ り

有
識
者
会
議
の
報
告
に
対
す
る�

�

評
価
は

問　

沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
に
関

す
る
有
識
者
会
議
の
報
告
書
に
対
す
る

評
価
は
。

答　

有
識
者
会
議
は
県
知
事
が
本
事
業

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
と
し
て
、
専

門
家
に
客
観
的
、
科
学
的
な
見
地
か
ら

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
て
検

討
し
て
も
ら
う
目
的
で
設
置
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
る
。
そ
の
報
告
書
で
は
、
本

事
業
は
有
効
で
あ
り
、
ま
た
、
貨
物
駅

の
移
転
先
に
つ
い
て
も
現
計
画
は
妥
当

で
あ
る
と
の
結
論
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
と
し
て
は
評
価
を
し
て
い
る
。

沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
の��

�

今
後
の
取
り
組
み
は

問　

本
市
に
お
け
る
沼
津
駅
付
近
鉄
道

高
架
事
業
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

県
は
、
沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事

業
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の
報
告
を
受

け
、
貨
物
駅
移
転
先
に
つ
い
て
、
地
域

の
発
展
に
資
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
Ｐ
Ｉ

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
）

方
式
に
よ
っ
て
関
係
者
間
の
徹
底
し
た

合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
と
の
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。
貨
物
駅
の
移
転
先
に

つ
い
て
、
現
計
画
は
妥
当
と
い
う
有
識

者
会
議
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
Ｐ
Ｉ

で
は
、
貨
物
駅
移
転
を
前
提
に
東
駿
河

湾
環
状
道
路
の
西
部
区
間
の
延
伸
、
沼

川
新
放
水
路
の
整
備
、
新
東
名
高
速
道

路
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
構

想
な
ど
の
基
盤
整
備
を
含
め
、
原
地
区

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
が
議
論
さ
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
県
の
推
進
方
針
の
中
で
、

鉄
道
高
架
事
業
は
県
東
部
地
域
の
発
展

を
支
え
る
核
と
な
る
事
業
で
あ
り
、
時

間
管
理
の
視
点
に
も
留
意
し
つ
つ
、
貨

物
駅
移
転
を
含
め
、
着
実
に
推
進
し
て

い
く
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
速

や
か
に
合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

事
業
主
体
で
あ
る
県
と
と
も
に
、
引
き

続
き
鉄
道
高
架
事
業
の
早
期
完
成
に
向

け
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

津
波
対
策
の
緊
急
的
課
題
は

問　

津
波
対
策
の
緊
急
的
課
題
と
し
て
、

①
本
市
独
自
の
被
害
想
定
の
策
定
は
。

②
被
害
想
定
に
基
づ
く
対
策
は
。

答　

①
本
市
で
は
津
波
浸
水
区
域
の
見

直
し
を
考
え
て
お
り
、
過
去
に
経
験
し

た
最
大
の
津
波
被
害
で
あ
る
安
政
東
海

地
震
に
一
定
の
余
裕
を
持
た
せ
た
範
囲

ま
で
、
区
域
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
る
。

②
想
定
に
基
づ
く
対
策
に
つ
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
に
よ
り
、
国
で

は
、
東
海
、
東
南
海
、
南
海
地
震
の
三

連
動
地
震
に
つ
い
て
の
震
源
域
や
規
模

の
想
定
を
平
成
二
十
四
年
夏
ま
で
に
公

表
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け

て
、
県
は
第
四
次
地
震
被
害
想
定
を
策

定
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
は
、
緊
急
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
二
十
三
年
度
は
津
波
避
難
路
、
津

波
避
難
ビ
ル
、
看
板
・
標
識
の
増
設
等
、

津
波
か
ら
少
し
で
も
早
く
、
少
し
で
も

高
く
逃
げ
る
た
め
の
施
策
の
拡
充
を
図

っ
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）�

�

導
入
の
考
え
は

問　

非
常
時
に
お
け
る
行
政
機
能
の
維

持
を
図
る
た
め
の
自
治
体
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
導

入
す
る
考
え
は
。

答　

本
市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
く
沼
津
市
地
域
防
災
計
画
を
基
本

的
か
つ
総
合
的
な
計
画
と
し
て
、
東
海

地
震
を
初
め
と
す
る
大
規
模
地
震
を
想

定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で

は
、
被
災
地
に
お
い
て
庁
舎
や
職
員
な

ど
に
被
害
が
及
び
、
業
務
の
継
続
が
困

難
と
な
り
、
行
政
機
能
が
麻
痺
す
る
な

ど
の
状
況
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
本

市
と
し
て
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
着
手
す

る
こ
と
と
し
た
。
現
在
、
関
係
各
課
で

構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
被
害
状
況
の
想
定
、
必
要
資
源

に
関
す
る
分
析
、
優
先
業
務
の
洗
い
出

し
等
を
行
い
、
平
成
二
十
三
年
度
中
の

計
画
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

沼
川
新
放
水
路
の
整
備
計
画
は

問　

本
市
が
長
年
要
望
し
て
い
る
沼
川

新
放
水
路
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
県
の

動
向
と
本
市
の
対
応
は
。

答　

県
は
沼
川
新
放
水
路
整
備
計
画
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
実

施
に
向
け
、
学
識
経
験
者
や
地
域
代
表

者
等
か
ら
な
る
富
士
川
水
系
沼
川
ブ
ロ

ッ
ク
流
域
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、

河
川
法
に
基
づ
く
河
川
整
備
計
画
を
平

成
二
十
三
年
度
中
に
策
定
す
る
と
し
て

お
り
、
今
後
、
計
画
原
案
を
公
表
し
、

住
民
の
意
見
募
集
が
行
わ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
沼
川
新
放

水
路
の
早
期
完
成
は
長
年
の
悲
願
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ

う
地
元
の
合
意
形
成
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。


